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ウッドブリース フィニッシュコートの廃材・廃液処理方法 

 

１．残材の処理 

 

  解決策①  リサイクル  

例) ○○鉱油(処理会社)にてドラム缶あたり¥15,000.-(約 12 缶分) 

  利点：そのまま捨てられる  欠点：ドラム缶への移替えが必要 

   

  解決策② セメントで固めて産業廃棄物に  

例) 1 ㎥あたり¥10,000.-(約 27 缶分) 

  利点：比較的安価、産廃業者が容易に見つかる 

欠点：セメント(対重量比 50%以上)で固める必要あり 

 

解決策③ 材料を完全乾燥させた後産業廃棄物に 

利点：混入する材料の費用がかからない 

欠点：完全乾燥させるには材料を薄くのばし乾燥させるか、バケツに入れた常態

の場合、材料の残りが少なくない場合は完全乾燥までにかなりの日数を要

する。 

 

２．廃液(道具の洗浄水)処理方法 

 

解決策① 現場へ穴を掘って破棄  

  利点：そのまま捨てられる  欠点：施主様が悪く受取る場合がある 

   

  解決策② 無機系凝集剤で水と固形物に分離させて水は雨水枡へ 

例) 水夢 (水性塗料処理剤) 1 缶(12 ﾘｯﾄﾙ)あたり¥120.- 

      (粉状のものを投入しよく混ぜる)凝集後の固液分離液は、換気扇フィルター

等+不織布 等で濾して水は雨水枡へ、 

固形分は乾燥させ産業廃棄物へ 

利点：社会的な印象が良い 

欠点：手間、コストが掛る 

   

  ※廃液(道具の洗浄水)はそのまま雨水枡へ流さないで下さい。 

   行政処分の対象となることがあります。 

 

 

作成：株式会社高本コーポレーション 

 







無機系凝集剤「水夢（SUIMU）」

塗装資材の洗浄水やハケの洗い水などの「凝集処理」



や、残塗料の「固化処理」が可能です。

排水は水と固形物に分離し、残塗料は固形化します。

【廃水処理（凝集分離）】
1 対象排水に「水夢」を粉体のまま添加します。

※ 凝集剤「水夢」は粉体のままご使用ください。

（水に溶かして使用すると、十分な効果が発揮されません。）

2 ひしゃくなどで攪拌します。（3～5分程度）

全体に行きわたるよう、よくかき混ぜます。

3 凝集物がみられ、水の透明度が確認できれば処理完了です。

凝集反応が確認できてもすぐには停止せず、さらに1分程度は混ぜてください。


凝集物が大きくなり、水の透明度が上がってきます。

4 ろ紙や布等で固液分離

分離した水は水質等をご確認の上、下水道等へ放流して下さい。

【残塗料処理（固化）】
1 残塗料に「水夢」を添加します。

2 スプーンや棒などでよくかき混ぜます。

3 おから状になれば完了です。

【お問合せ先】株式会社 アクト　TEL：0883-24-8887　e-mail：act@act-yume.jp　URL: http://www.act-yume.jp

水 夢 （ 水 性 塗 料 処 理 剤 ） 使 用 方 法 説 明 書

添加量の目安 2～5ｇ／L

添加量は廃水内容によって変わってきます。

【 簡易ろ過ｾｯﾄ 】【 ｴﾏﾙｼｮﾝﾌﾞﾚｰｶｰ（陽ｲｵﾝ吸着剤）】 【 ｴﾚﾒﾝﾄｷｬｯﾁｬｰ（特殊吸着剤）】

添加量の目安 

◆ 処 理 手 順
処理前 凝集処理後

数種の無機鉱物を配合し、陽イオン
の交換機能や吸着機能を持った弊社
オリジナルの前処理剤です。
エポキシ系廃液の処理に有効です。
陽イオン等をとらえることで、白
濁・色残りを解消します。

数種類の特殊活性炭と吸着剤をブレン
ドした弊社オリジナルの吸着剤です。
凝集処理前、もしくは凝集処理ろ過後
に使用し、廃液中の成分及び色素を吸
着除去します。

ロカシをセットし、凝集処理後の水
を流し入れるだけで、容易に固液分
離ができます。ろ過後は、コンテナ
ごと天日乾燥が可能。
軽くて持ち運び容易なため、現場等
での使用に便利です。

 ◆白濁・色残りの処理には…  ◆さらに成分除去したい場合には… 　◆凝集後の固液分離には…

※ 処理水及び固形物は、処理状況をお確かめの上、適切に処分してください。分離、または固めた固形物が少量の場合、
新聞紙等に包み可燃ごみとして処理できます。ただし、ごみとして出す場合はお住まい地域自治体の決まりに沿って処分ください。
なお、工場等より大量に発生した固形物の処理については、専門業者に処分を依頼ください。

※ 取扱い上の注意
■湿気厳禁。（直射日光、湿気を避けて保管して下さい。開封後はできるだけ空気を抜いて密封した状態で保管下さい。）
●皮膚や粘膜に接触した場合には流水及び石鹸でよく洗浄して下さい。●目に入った場合は直ちに清浄な流水で15分以上洗眼し、
医師の手当てを受けて下さい。●作業中は保護メガネ、防護マスク、ゴム手袋を着用して下さい。

＊＊＊　補 助 剤 ・ 便 利 グ ッ ズ の 紹 介　＊＊＊

10％[塗料100ｇに対し10ｇ]

手順1：水夢添加 

手順2：よく攪拌 

手順４： ろ 過  

手順1：水夢添加 手順3：固化後 



さらなる処理をご要望の場合は、下記の補助剤を用いると有効です。

【エマルションブレーカー】 【エレメントキャッチャー】
（陽イオン吸着剤） （特殊吸着剤）

◇白濁・色残りがある場合の処理手順  ◇脱色等を行う場合の処理手順　

　１. 白濁等除去処理 　1. 脱色等処理

「エマルションブレーカー（陽イオン吸着剤）」  「エレメントキャッチャー（特殊吸着剤）」

を粉体のまま添加し、塊がなくなるまで５分程度 を添加、１０分以上攪拌し、脱色状況等を

よく攪拌して下さい。【添加量の目安：3～5ｇ／L】 ご確認ください。【添加量の目安：3～10ｇ／L】

　2. 凝集処理 　2. 凝集処理

裏面の処理手順に従って、処理を行って下さい。 裏面の処理手順に従って、処理を行って下さい。

　3. 固液分離 　3. 固液分離

ろ紙等で固液分離を行って下さい。 ろ紙等で固液分離を行って下さい。

白濁・色残りがある場合 脱色等を行う場合

ｴﾚﾒﾝﾄｷｬｯﾁｬｰ処理例

補 助 剤 を 用 い た 処 理 方 法

数種類の特殊活性炭と吸着剤を
ブレンドした弊社オリジナルの
吸着剤です。

凝集処理前、もしくは凝集処理
ろ過後に使用し、廃液中の成分
及び色素を吸着除去します。

◆ 処 理 フ ロ ー

【お問合せ先】株式会社 アクト　TEL：0883-24-8887　e-mail：act@act-yume.jp　URL: http://www.act-yume.jp

数種の無機鉱物を配合し、陽イオ
ンの交換機能や吸着機能を持った
弊社オリジナルの前処理剤です。

エポキシ系廃液の処理に有効です。

陽イオン等をとらえることで、
白濁・色残りを解消します。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ポイント 
凝集処理後のろ過水に使用すると、 

より良好な効果を得ることができます。 

☆ポイント 
凝集処理を行う前に使用することで、

処理後の水の透明感がＵＰします。 

廃   液 

凝 集 処 理 

(攪拌3～5分) 

水 夢 (SUIMU) 

添  加 

固 液 分 離 

白 濁 等 除 去 処 理 
エマルションブレーカー 

(陽ｲｵﾝ吸着剤) 添 加 

脱 色 等 処 理 

(攪拌10分以上) 

エレメントキャッチャー 

(特殊吸着剤) 添 加 
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